
2024年度 秋 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL02624B23）

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

東ティモー
ル H110 薬剤師 個別 新規

3代目 2年 ・2025/1 ・2025/2 ・
2025/3 ・2026/1

   

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

保健省

2）配属機関名（日本語）

ディリ国立病院(HNGV)

3）任地（ ディリ県ディリ ） JICA事務所の所在地（ ディリ ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ 徒歩 で 約 0.0 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

当国最大の総合病院で、ベッド約340床。キューバ、オーストラリア、中国などからの外国人医師、東ティモール人医
師、看護師、助産師等がいる。外来患者数は、1日平均約350人。教育や研究の場も提供。薬局が処理する処方箋は、入
院外来合わせて1日平均500枚。これまでに派遣された隊員は5Sや電子システムを用いた在庫管理業務、病棟業務を含め
た能力向上を目指した支援を実施した。また、日本の無償資金協力により病棟の増設が計画されている。感染予防対策
を目的とした看護師隊員が活動中で、今年度中に栄養士、医療機器隊員の派遣も予定されおり、総合的に同病院の支援
を行っていく。

【要請概要】
1）要請理由・背景

これまで3代の派遣により、在庫管理(薬の整理整頓と有効期限管理)についてはある程度改善できているが、2019年から
開始された病棟業務をさらに拡大し軌道に乗せるための支援が必要とされている。また、新たに医薬品安全性監
視(Pharmaco Vigilance)と薬剤情報センターを開始する。これらを実施するにあたり、日本の知識と経験が必要とされ
ており、また同僚の薬剤に関する知識向上と薬局内の業務体制改善が不可欠であることから、隊員の派遣が要請されて
いる。課題の改善とその定着には時間がかかると見込まれるため、隊員の支援が引き続き求められる。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

1. 病棟業務を推進するにあたっての、同僚への能力向上支援を行う。
2. 医療品安全性監視制度及び薬剤情報センターの側面支援と必要な提案・助言・補助を行い、薬剤が安定的に患者に使
用されることを目指すことへの協力をする。
3. 薬剤師業務全般(薬局・調剤室業務等)における円滑な業務推進と改善に関わる。
4. 薬についての知識を増やすための勉強会等を行う。
5. その他、医薬品等に関する定期報告書作成等を行うなど、必要に応じて課が求める課題に対応する。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

机、コピー機、プリンター、PC(共用)

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL02624B23_1.jpg?t=1729736459
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL02624B23_2.jpg?t=1729736459
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL02624B23_3.jpg?t=1729736459
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL02624B23_4.jpg?t=1729736459


4）配属先同僚及び活動対象者

[配属先同僚]・配属先同僚:薬局長(男性、60代、病院勤務経験20年以上)
薬剤師(男女20名以上、20-30代)

[活動対象]・上記同僚
その他、患者(老若男女)

5）活動使用言語

テトゥン語

6）生活使用言語

テトゥン語

7）選考指定言語

英語(レベル:D)

【資格条件等】
[免許/資格等]：（薬剤師）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（大卒）　備考：専門知識が必要

[経験]：（実務経験）3年以上　備考：病棟業務等の助言
を行うため

[参考情報]：

　・基礎的なPCスキルは必須

　・病院での薬局経験があることがよい

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（サバナ気候）　気温：（23～32℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（安定）

[水源]：（安定）

【特記事項】
隊員が居住する住居は、ワンルームアパートメントまたはホームステイとなる。

【類似職種】
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